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1. はじめに 
 日本語および中国語のオノマトペ1はともに述語として用いることがある。本稿では、両
言語のオノマトペ辞書を資料とし、日本語および中国語におけるオノマトペの述語用法を
辞書から抽出し確認すること、日本語および中国語におけるオノマトペの述語用法には、
どのような相違点があるのかを明らかにすることを目的とする。なお、本研究はコーパス
を用いた本調査に向けての予備調査であることを断わっておかなければならない。本研究
は、その予備調査として辞書という媒体を資料とし、用例を収集し、考察を行ったもので
ある。 
 本研究での例文番号および一部の中国語訳2は、特に注釈がない限り、筆者によるもので
ある。中国語の用例を提示する際には中国語の発音記号としてピンインをつける。 
 
2. 先行研究 
 ここでは、まず日本語および中国語のオノマトペの述語用法の音韻・形態的特徴、統語
的特徴に関する先行研究を概観する。2.1.では日本語のオノマトペの述語用法に関する先行
研究を、2.2.では中国語のオノマトペの述語用法に関する先行研究についてみていく。 
 
 
                                                        
1 田守・スコウラップ (1999: 10) によると、オノマトペとは、現実の音を真似ている語、あるいは少なく
ともそのように見なされる語を指すものであるというのが最も一般的であるが、声を含む音を表す語に対
してだけでなく、動作の様態 (くねくね) や肉体的 (ぽっちゃり) あるいは精神的 (もさっ) など状態を描
写する語に対しても用いられることがあるという。そのため、音だけでなくこのような広義な定義として
オノマトペという用語を用いるとしている。さらに音や声を表すものを擬音オノマトペと称し、様態等を
表すものを擬態オノマトペと称している。どこまでをオノマトペとして見なすべきかということについて
は判断が揺れる部分であるが、本稿では資料として用いた 2 冊の擬音語・擬態語辞典 (3 節に後述) に載っ
ているもの全てを研究対象とする。 
 中国語では、「拟声词 nǐshēngcí (擬声詞)」と呼ばれているが、中国語の「拟声词 nǐshēngcí (擬声詞)」には、
日本語の擬態語オノマトペのようなものは非常に少ない。日本語と中国語のオノマトペは一対一の対応関
係を成していないが、両者の差を考察することを含めて本稿では便宜上用語を統一し、「オノマトペ」と称
する。 
2 ここで言う中国語訳には、中国語で書かれた参考文献および辞書に載っている用例も含まれる。野口 
(1995) には、中国語のオノマトペが述語用法として用いられていても、副詞的用法としての日本語訳文に
なっているものがある。本稿はオノマトペの述語用法に焦点を当てているため、こういった場合の用例は
筆者が述語用法のニュアンスが出るように翻訳した。 
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2.1. 日本語のオノマトペの述語用法 
 田守・スコウラップ (1999) によると、日本語のオノマトペは動詞的用法として用いられ
るものと、形容動詞的用法 (「オノマトペ＋だ」形式) で用いられるものがある。動詞的に
用いられる際には「オノマトペ＋する」3という形、もしくは「－めく」「－つく」などを伴
って派生動詞的に用いられるものがある。本稿では、「－めく／－つく」のような接尾辞形
は、用例数が非常に少ないということから考察に加えないことにする。その結果、本稿で
扱うオノマトペの述語用法には、「オノマトペ＋する」形と「オノマトペ＋だ」形の両形式
が含まれる。 
 ここでは、まず 2.1.1.で日本語のオノマトペにおける述語用法の音韻・形態的特徴につい
て概観し、2.1.2 では日本語のオノマトペにおける述語用法の統語的特徴について見ていく。 
 
2.1.1. 音韻・形態的特徴 
 日本語のオノマトペの音韻・形態的特徴について述べた先行研究には、田守・スコウラ
ップ (1999)、伊東 (2006) などがある。日本語のオノマトペは、音韻・形態的特徴によって
「オノマトペ＋する」ができるものとそうでないものがある。田守・スコウラップ (1999) お
よび伊東 (2006) をまとめると、「オノマトペ＋する」ができるオノマトペには以下のよう
なものがある。 
 
(1) CVNCVri 型： 
のんびり、にんまり 
(2) CVQCVri 型： 
ぐったり、さっぱり 
(3) 2 モーラ反復形： 
いらいら、がたがた 
(4) 2 モーラ反復形の変種： 
かさこそ、でこぼこ 
 
 伊東 (2006) が(1) -(4) のみを研究対象にしていることからも、日本語において「オノマ
トペ＋する」ができるものは、4 モーラ4のものが一般的であると言える。4 モーラのオノマ
                                                        
3
 「オノマトペ＋する」については、「と」を必須とする「オノマトペ＋とする」という形と「と」を介せ
ずに直接オノマトペに後続する「オノマトペ＋する」の形がある。本稿では、加藤・坂口 (1996) および宮
地 (1978) を参照し、オノマトペが「と」を介せずに、直接「する」と結びつくもののみを動詞的用法とし
て見なすことにする。 
4
 本稿では、田守・スコウラップ (1999) に倣い、音韻・形態的特徴を論じる際には「音節」ではなく、「モ
ーラ (拍)」を用いる。「モーラ」の定義およびその音節数との区別は国際交流基金編 (1989) および斎藤純
男 (1997) を参照し、促音、撥音、長音を 1 モーラ (拍) として数える。例えば「さっか」の場合、音節数
であれば「さっ/か」の 2 音節になるが、モーラ数であれば「さ/っ/か」の 3 モーラになる。 
 中国語においては、1 文字が 1 つの音節を表すため、これを日本語のモーラ数に相当するものと考え、
統一して「モーラ」という用語を用いる。 
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トペ以外にものについて音韻・形態的に「オノマトペ＋する」ができるかどうかについて
言及している研究は非常に少ない。田守・スコウラップ (1999)、伊東 (2006) には、「オノ
マトペ＋する」ができないオノマトペについてはっきりした記述がない5。ただし、その記
述を筆者がまとめると「オノマトペ＋する」ができないオノマトペには以下のようなもの
がある。(ここでは「オノマトペ＋とする」の形でしか用いられないものも「する」が後続
できないものとして扱う。) 
 
(5) くるり、けろり 
「－り」で終わる 3 モーラ以下のオノマトペ 
(6) がたん、ごろん 
「－ん」で終わる 3 モーラ以下のオノマトペ 
(7) ほっ、ぴかっ、くるっ、ぱっぱっ 
「－っ」で終わるオノマトペ 
 
 以上から分かるように、「オノマトペ＋する」ができるオノマトペは、4 モーラのものが
ほとんどであり、4 モーラ以下のオノマトペは「オノマトペ＋する」という形を取る際に制
限があるようである。さらに、語末の音の現れ方も「オノマトペ＋する」の現われに影響
を与えるようである。 
 
2.1.2. 統語的特徴 
 ここでは、「オノマトペ＋する」および「オノマトペ＋だ」に関する先行研究を確認する。 
中北 (1991)6や影山 (2005)7は、「オノマトペ＋する」はひとまとまりとして動詞的に用い
られると主張している。「オノマトペ＋する」について網羅的に扱った研究に西尾 (1981) が
ある。西尾は「オノマトペ＋する」を「アスペクト・テンス」、「意志動詞・無意志動詞」、
「自動詞、他動詞、使役、受け身」、「格支配」の観点から概観している。「オノマトペ＋だ」
については中北 (1991) および大塚 (2009) による研究がある。 
 大塚 (2009) は、「オノマトペ＋する／だ／やる」の 3 形式について考察を行ったもので
                                                        
5
 田守・スコウラップ (1999) では、「オノマトペ＋する」ができないオノマトペの形態的特徴については
直接言及していない。さらに、伊東 (2006) では 4 モーラのオノマトペのみを研究対象にしているため、4
モーラのオノマトペについては言及しているものの、それ以外のものについては言及されていない。 
6
 中北 (1991) は、擬態語は、動詞になり得る語彙的意味を持っていても、単独では動詞として機能するこ
とができず、形式動詞「する」と結合して、動詞相当の語となることによって、動詞として機能するため
の文法的な資格を得ると述べている。さらに、「擬態語＋する」がどのような動詞として機能するかの決定
は、「する」に固定的に備わっている性質によるものではなく、補足成分である擬態語の語彙的意味と構文
によって決定されると述べている。 
7
 影山 (2005) は、「擬態語＋する」を「擬態語動詞 (mimetic verb)」と呼んでいる。「擬態語＋スル」は、
形態的には複合語になっていないものの、意味・機能としては「擬態語＋する」全体が 1 つの述語 (合成
述語 composite predicate) と見なされると述べている。「擬態語＋する」全体の意味構造は、「する」が持つ
語彙概念構造の鋳型に、擬態語が表す特定の意味内容を組み込むことで得られるとし、「擬態語＋する」全
体の意味構造は通常の動詞の意味概念構造と実質的に同じであると結論付けている。 
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ある。「オノマトペ＋する」をアスペクトの観点から動詞分類を行った結果、すべてが金田
一 (1950) の動詞分類8に当てはまるものであったと結論付けている。 
 影山 (2005, 2006) は、日本語のオノマトペの他動性が非常に低いことに触れ、ヲ格を取
るものは「使役変化他動詞 (足をぶらぶらさせる)」および「働きかけ他動詞 (背中をとん
とんする)」の 2 種に加え、主語が意図的にヲ格経路を不特定方向に移動する「場所移動動
詞 (駅前をうろうろする)」があると述べている。 
 中北 (1991) は、「オノマトペ＋する」と「オノマトペ＋だ」ができるものについて考察
を行っている。中北の考察は、1)「オノマトペ＋する」と「オノマトペ＋だ」ともに言える
もの、2)「オノマトペ＋する」が言えて「オノマトペ＋だ」が言えないもの、3)「オノマト
ペ＋する」はできないが、「オノマトペ＋だ」はできるものについてそれぞれ言及している。
中北によると「ぐらぐらしている／ぐらぐらだ」には、ほとんど違いを感じられないのに
対して、「頭がつるつるする／頭がつるつるだ」における「つるつるする」は、発話する話
者自身が実際に身を持って体験したときにしか言えない。さらに、コトが実現した結果ど
うなったかを表す「めろめろだ／めちゃめちゃだ」は「オノマトペ＋する」ができないと
述べている。 
 以上、日本語におけるオノマトペの述語用法について見たが、次は中国語のオノマトペ
の述語用法について見ていく。 
 
2.2. 中国語のオノマトペの述語用法 
 中国語のオノマトペの述語用法に関する代表的な先行研究には、耿 (1986)、野口 (1995)、
李 (2007) があげられる。 
 ここでは、まず 2.2.1.で中国語のオノマトペにおける音韻・形態的特徴について概観し、
次に 2.2.2 で中国語のオノマトペにおける述語用法の統語的特徴について見ていくことにす
る。 
 
2.2.1. 音韻・形態的特徴 
 耿 (1986) によると、中国語では 1 モーラのオノマトペは、(8) のように現代詩歌では時
に語気助詞が伴わなくても述語として用いることができる場合があるが、こういった用法
は古代中国語においては頻繁に用いられていたものの、金・元時代以降は口語や文語の中
で定着されていないという。野口 (1995) は、(9) のように 2 モーラのオノマトペも述語と
して用いられることがあり、動詞として用いられる場合は変調を伴うということがあると
記述している。さらに、(10) のような重ね形9のオノマトペには後ろに「的」をつけて述語
になるものがあると述べている。 
 
                                                        
8
 大塚 (2009) は、金田一 (1950) の 4 分類「状態動詞／継続動詞／瞬間動詞／第四種の動詞」に従い分類
を行った。 
9 重ね形には、1 モーラの重ね形と複数モーラの重ね形を含む。 
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(8) 蛙
wā
声
shēng
“ 呱
guā
-”、 蝉
chán
声
shēng
“叽
jī
-”、 晌
shǎng
午
wǔ
送
sîng
我
wǒ
到
dào
梦
mâng
里
lǐ
。(儿歌) 
(蛙声が「ケロ」、セミ声が「ミーン」と、昼間私を夢の国に連れて行ってくれる) 
[耿 1986 より抜粋] 
(9) 嘴
zuǐ
里
lǐ
还
hái
是
shì
咕
gū
噜
lū
着
zhe
 
(口ではまだブツブツ言っている) 
[野口 1995 より抜粋] 
(10) 大
dà
伙
huǒ
叽
jī
叽
ji
喳
zhā
喳
zhā
的
de
、 象
xiàng
一
yì
群
qún
小
xiǎo
鸟
niǎo
在
zài
叫
jiào
 
(みんなはペチャクチャ して／しゃべって、子鳥の群れがさえずっているみたいだ) 
[野口 1995 より抜粋] 
 
 以上から分かるように、現代中国語においては 4 モーラおよび 2 モーラのオノマトペが
述語になりやすいのに対し、1 モーラのオノマトペは述語になりにくい。 
 
2.2.2. 統語的特徴 
 ここでは、中国語のオノマトペにおける述語用法の統語的特徴について見ていくことに
する。 
 耿 (1986) には、「古代漢語と違って、現代漢語においてオノマトペを述語として用いる
ものは稀である」という記述がある。中国語のオノマトペはほとんどが動詞を修飾する副
詞的修飾成分および名詞を修飾する連体修飾成分として用いられる。中国語のオノマトペ
が述語として用いられる際の諸特徴に関する詳細な記述は、管見の限り見当たらない。 
 耿 (1986) によると、中国語のオノマトペは、(11) のように後ろに付加成分なしで直接述
語を作ることができるが、これらの用法は現代漢語においては口語的で、ある種の修辞的
色彩を帯びるものであり、文語ではあまり見られないという。しかし、詩歌の場合は 
(12) のように、リズム感を保ち、韻を踏むためなら付加成分なしでも用いられることがあ
ると述べている。 
 
(11) 就
jiù
是
shì
太
tài
太
tài
在
zài
小
xiǎo
叔
shū
子
zǐ
跟
gēn
前
qián
咭
jī
咭
jī
刮
guā
刮
guā
―他
tā
也
yě
没
mãi
责
zã
备
bâi
她
tā
  
(张天翼《清明时节》) 
(奥さんだけが義弟の前でガミガミしている―彼は決して彼女を責めなかった) 
[耿 1986 より抜粋] 
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(12) 电
diàn
光
guāng
闪
shǎn
、雷
lãi
声
shēng
滚
gǔn
、 风
fēng
嗖
sōu
嗖
sōu
、雨
yǔ
阵
zhân
阵
zhân
。 
(祁荣祥《风雨巡》) 
(雷が光り、雷鳴がゴロゴロっと！風がビュービュー、雨が時折) 
[耿 1986 より抜粋] 
 
 李 (2007) によると、中国語のオノマトペは動態助詞「了 le、着 zhe、过 guò」10を伴うこ
とで述語として用いられるもの (用例(13) のようなもの)、あるいは方向補語、結果補語、
数量補語を伴って用いられるもの (用例(14) のようなもの) があり、「不 bù」を用いて否定
することができる。さらに、野口 (1995) によると(15) のように助詞「的 de」を伴ったも
のが現代の中国語においては一般的な用法である。 
 
(13) 他
tā
生
shēng
气
qì
了
le
，咕
gū
嘟
dū
着
zhe
嘴
zuǐ
半
bàn
天
tiān
不
bú
说
shuō
话
huà
  
(《现代汉语》) 
(彼は怒って、モグモグしながらしばらく話さなかった) 
[李 2007 より抜粋] 
(14) 前略 开
kāi
始
shǐ
在
zài
我
wǒ
们
men
头
tïu
顶
dǐng
上
shàng
嗡
wēng
嗡
wēng
起
qǐ
来
lái
。 
(贾平凹《朱子荷含羞草》) 
(前略 私たちの頭の上でウォンウォンしはじめた) 
[李 2007 より抜粋] 
(15) 他
tā
不
bú
是
shì
长
cháng
吁
xū
短
duǎn
叹
tàn
的
de
，就
jiù
是
shì
咕
gū
咕
gū
哝
nïng
哝
nïng
的
de
 
(《红楼梦》) 
(彼はため息をするか、ガミガミいうかのどっちかだ) 
[李 2007 より抜粋] 
 
 李 (2007) は、中国語のオノマトペが動詞として用いられる際に「不及物動詞11」がほと
んどであり、「及物動詞」はあまりないということについて触れ、(16) のように目的語を取
るものは非常に稀であると述べている。このことについては耿 (1986) でも言及があり、現
代の中国語においては(17) のように述語として用いられ、時には目的語を取ることもでき
                                                        
10
 最も簡単な解釈をすると、「了」は完了、過去を表すものであり、「(シ) タ」に相当するもので、「着」
は現在進行や結果状態を表す「(シ) テイル」。「过」は過去の経験を表す「(シ) タコトガアル」に相当する
ものである。 
11
 中国語の“不及物動詞”、“及物動詞”は、大まかに言うと日本語の「自動詞」「他動詞」に相当するも
のであるが、若干ずれがあるため、本稿では中国語の用語をそのまま用いることにする。 
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ると述べている。 
(16) 前略 “如
rú
果
guǒ
我
wǒ
有
yǒu
一
yī
把
bǎ
冲
chōng
锋
fēng
枪
qiāng
、我
wǒ
就
jiù
„突
tū
突
tū
‟了
le
你
nǐ
！” 
(前略 私に銃があれば、あなたを「タタ」してしまう←[銃で撃つという意味]) 
[李 2007 より抜粋] 
(17) 你
nǐ
们
men
一
yì
天
tiān
到
dào
晚
wǎn
嘻
xī
嘻
xī
什
shãn
么
me
？ 
(《杨朔散文》) 
(あなたたち 1 日中、何をヒヒしてるの？) 
[耿 1986 より抜粋] 
 
 以上、中国語におけるオノマトペの述語用法に関する先行研究を見てきた。中国語にお
けるオノマトペの述語用法は数量的に非常に少ないこともあり、これまであまり注目され
てはいなかった。ここで紹介した先行研究も概説で触れられている程度のものであり、詳
細を記述した研究はほとんどない。 
 
2.3. 先行研究のまとめ 
 2.1.および 2.2.で日本語と中国語におけるオノマトペの述語用法に関する先行研究を見て
きた。日本語および中国語のオノマトペの述語用法はどちらも音韻・形態的特徴と関係し
ていることが見て取れる。さらに、統語的特徴において、その他の動詞と同様の文法的機
能を持っていること、そして目的語を取れるオノマトペが少ないことが分かる。 
 しかし、音韻・形態的特徴および統語的特徴において収集した用例を数量的に調査・分
析したものは非常に少ないように思われる。さらに、各記述ともにそれぞれの特徴につい
ての考察であるため、オノマトペの述語用法について網羅的に考察されていないことが伺
える。 
 
3. 研究対象・研究方法 
 まず、日中両言語におけるオノマトペの述語用法の用例を手作業で辞書から抽出する。
本研究で用いた日本語および中国語のオノマトペの辞書は以下のとおりである。それぞれ
の言語において非母語話者が編著者であること、そして 2 冊の辞書とも用例にはすべて翻
訳がついていることから研究の便宜上、この 2 冊を調査資料として選んだ。 
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表 1: 研究資料12 
 資料詳細 オノマトペ数 用例数 
日本語 野口宗親 (1995)『中国語擬音語辞典』東方書
店、东京 
431 語 1216 例 
中国語 曹金波 (2008)『標準日本語擬声語・擬態語』
大連理工大学出版社.大連 
783 語 2599 例 
 
 日本語に関しては、辞書から、「オノマトペ＋する」「オノマトペ＋だ」「オノマトペ＋や
る」の用例をすべて抽出することにする。 
 中国語のオノマトペの述語用法は、オノマトペのまま、あるいは動態助詞 (着 zhe、了 le、
过 guo) や補語 (方向補語、数量補語、結果補語)、目的語を伴って述語になるものをすべて
抽出する。 
 辞書から収集した両言語のオノマトペの述語用法の用例を用いて、以下の 2 点について
調査する。 
 
1) 日本語・中国語におけるオノマトペの述語用法には、どのようなものがあるのか 
2) 日本語・中国語におけるオノマトペの述語用法には、どのような相違点があるのか 
 
4. 考察 
4.1. オノマトペの述語用法における音韻・形態的特徴 
4.1.1. 日本語のオノマトペにおける述語用法の音韻・形態的特徴 
 音韻・形態的特徴から「オノマトペ＋する」ができるものとできないものがあることに
ついては既に 2.1 で見た。ここでは辞書から収集した用例を用いてモーラ数を確認し、モー
ラ数と述語用法の関係を見る。詳細を表 2 に示す。 
 
表 2: 「オノマトペ＋する」とモーラ数 
モーラ数 用例数 
4 モーラ 
3 モーラ 
6 モーラ 
8 モーラ 
1、2、5、7 モーラ 
162 
2 
1 
1 
0 
合計 166 
                                                        
12
 以降、毎回辞書の名前全体を出さず、「辞書」という用語を用いるが、中国語について言及していると
きは野口宗親 (1995) 『中国語擬音語辞典』であり、日本語について言及しているときには曹金波 (2008) 
『標準日本語擬声語・擬態語』であることを断っておく。 
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 辞書の用例において「オノマトペ＋する」の形で用いられるものは 4 モーラがほとんど
で、162 例、約 97%を占める。3 モーラのオノマトペは 2 例、6 モーラと 8 モーラのオノマ
トペが各 1 例ずつ確認できた。それ以外の 1、2、5、7 モーラの用例は確認できなかった。
以下に用例を示す。 
 
(18) 日曜日には家でゴロゴロしている。 (4 モーラ) 
(曹 2008) 
(19) おこって口もきけないほど、かっかしてるんです。 (3 モーラ) 
(曹 2008) 
(20) 日当たりのいい席だと、つい午後の授業はうつらうつらしてしまうんです。(6 モーラ) 
(曹 2008) 
(21) 面倒な仕事を抱え込んだが、まあ、えっちらおっちらやってますよ。(8 モーラ) 
(曹 2008) 
 
 伊東 (2006) では、4 モーラのオノマトペのみについて考察を行っていたが、辞書の用例
から確認できたように、4 モーラのもの以外にも「オノマトペ＋する」の形で用いることが
できるものがある。しかし、4 モーラは「オノマトペ＋する」の形で用いられやすく、1 モ
ーラや 2 モーラのオノマトペは、もともと数量的に非常に少ないうえ、さらに特殊拍を伴
わないと用いられにくいものであるため、「と」を介さずに直接「する」と結びつくことは
非常に少ないということが分かった。「チャンする」「ジャバする」「チンする」「ポイする」
など、2 モーラのオノマトペに「する」が後続した形で用いられる用例が日常生活ではいく
つかあるが、そのようなものは非常に稀であるということである。 
 次は、「オノマトペ＋だ」とモーラ数の関係について確認することにする。表 3 に「オノ
マトペ＋だ」の詳細を示す。 
 
表 3: 「オノマトペ＋だ」とモーラ数 
モーラ数 用例数 
4 モーラ 
2 モーラ 
6 モーラ 
1、3、5、6、7、8 モーラ 
22 
1 
1 
0 
合計 24 
 
 辞書の用例において、日本語の「オノマトペ＋だ」でも 4 モーラで用いられる用例が最
も多く、22 例で約 92%を占める。2 モーラ、6 モーラのオノマトペは各 1 例ずつ確認できた
が、1、3、5、6、7、8 モーラのオノマトペは確認できなかった。以下用例を示す。 
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(22) 満員電車に六時間も立ち詰めで、もうくたくただ。 (4 モーラ) 
(曹 2008) 
(23) 売れ行きが不振でせっかくの投資もぱーだ。 (2 モーラ) 
(曹 2008) 
(24) この服は私にとってはつんつるてんだ。 (6 モーラ) 
(曹 2008) 
 
 以上、日本語のオノマトペにおける音韻・形態的特徴について見てきた。次は中国語の
オノマトペにおける述語用法の音韻・形態的特徴を見ていくことにする。 
 
4.1.2. 中国語のオノマトペにおける述語用法の音韻・形態的特徴 
 日本語のオノマトペの述語用法はモーラ数と密接に関係していることは 4.1.1 の考察で明
らかになった。ここでは、中国語のオノマトペが述語用法として用いられたものについて
詳しく見ていく。用例の詳細を表 4 に示す。 
 
表 4: 中国語のオノマトペの述語用法とモーラ数 
モーラ数 用例数 
2 モーラ 
4 モーラ 
3 モーラ 
6 モーラ 
1、5 モーラ 
44 
21 
1 
1 
0 
合計 67 
 
 辞書の用例において、オノマトペの述語用法は 2 モーラが最も多く、44 例で約 66%を占
めていることが分かる。それに次いで 4 モーラが 21 例で 31%を占めている。4.1.1.で日本語
のオノマトペは 2 モーラが述語用法として用いられることはほとんどなく、4 モーラのほう
が述語用法として用いられやすいということについて考察を行った。しかし、それに対し、
中国語のほうは 4モーラよりも、2モーラのほうが述語として用いられやすいと考えられる。
今回扱った擬音語・擬態語事典に収録されている母体の数による違いはあるものの、平均
的に見ると、このような傾向があると言える。中国語のオノマトペは、2 モーラのものは動
詞的に用いられる際に変調を伴うといったその他のモーラ数のものでは起きない現象を伴
うことからも特殊であることが分かる。 
 しかし、2 モーラのオノマトペが助詞や補語などを伴わないまま単独で用いられる場合は、
ほとんど (25) のように、詩歌的用法として韻を踏むためのものである。 
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(25) 笔
bǐ
声
shēng
查
chá
查
chá
、 表
biǎo
声
shēng
滴
dī
滴
dī
 
  (ペンの音がサラサラ、時計の音がチクタク) 
(野口 1995) 
 
 4 モーラオノマトペは、ほとんど単独で述語用法として用いられている。4 モーラのオノ
マトペは音韻的にある程度の長さを持つことで安定性を保持している。そのため、統語的
に 1~3 モーラのオノマトペより制約が緩く、オノマトペが単独で現れたり、補語成分や目
的語、補助成分を伴って現れたりするなど比較的自由である。それゆえに、述語成分とし
て用いられる際にも、(26) のように、付加成分なしにオノマトペが単独のままで述語とし
て機能することができるものと思われる。 
 
(26) 但
dàn
我
wǒ
们
men
的
de
队
duì
伍
wǔ
还
hái
是
shì
稀
xī
里
li
哗
huā
啦
lā
、很
hěn
不
bú
整
zhěng
齐
qí
 
 (しかし、私たちの群れはまだバラバラで、整頓されていない) 
(野口 1995) 
 
 一般的に反復形は動作の多回性を表すことができる。(27) のような用例は 1 モーラの反
復形であるためか「的 de」を伴うことで、あるモノの状態を表すことができる。AB 型は
ABAB 型に派生しただけで十分に事柄を全体としてとらえる事ができるため、(28) のよう
に、AAA 型が「的 de」伴う用例はそれほど多くないように思われる。これは、特別に強調
したい、あるいは文学的表現を意図するときにだけ用いられるのかもしれない。3 音節、お
よび 6 モーラのオノマトペが述語用法として用いられた用例を以下に示す。 
 
(27) ( 蚊
wãn
子
zi
) 哼
hēng
哼
hēng
哼
hēng
的
de
、 像
xiàng
老
lǎo
和
hã
尚
shang
念
niàn
经
jīng
、或
huî
者
zhě
老
lǎo
秀
xiù
才
cái
读
dú
古
gǔ
文
wãn
 
 (蚊がブンブンしている、まるで年寄りのお坊さんが経文を読んでいるか、あるいは年
寄りの秀才が古文を読んでいるようだ) 
(野口 1995) 
(28) 张
zhāng
有
yǒu
才
cái
象
xiàng
个
gâ
哑
yǎ
巴
ba
、一
yì
天
tiān
说
shuō
不
bù
了
liǎo
十
shí
句
jù
话
huà
; 张
zhāng
有
yǒu
义
yì
象
xiàng
只
zhī
麻
má
雀
quâ
、
整
zhěng
天
tiān
吱
zhī
吱
zī
吱
zī
喳
chā
喳
chā
喳
zhā
。 
 (張有才は口が不自由な人のように、一日 10 個のフレーズもしゃべらない、張有義は
雀のように、毎日ぺちゃぺちゃぺちゃぺちゃしている) 
(野口 1995) 
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 このように、日本語においては「オノマトペ＋する」ができるオノマトペは比較的モー
ラ数の制限を強く受ける13のに対して、中国語のオノマトペはオノマトペそのままの形で付
加成分を伴わなくても述語用法として用いることができるため、モーラ数に関する制限は
比較的緩いのではないかと考えられる。以上、中国語のオノマトペにおける音韻・形態的
特徴について見た。次に日本語および中国語におけるオノマトペの述語用法の音韻・形態
的特徴についてまとめる。 
 
4.1.3. 述語用法における音韻・形態的特徴のまとめ 
 前節で、日本語のオノマトペの述語用法は、4 モーラのものに偏っていることが明らかに
なった。つまり、日本語において「オノマトペ＋する」および「オノマトペ＋だ」のもの
はほとんどが 4 モーラである。日本語のオノマトペは ABAB のように 4 モーラの反復形を
用いることで、ある動作の継続・持続や多回性を表すことができる。持続性や多回性を動
詞化するため、「オノマトペ＋する」や「オノマトペ＋している」とともに用いられるとも
考えられる。 
 2 モーラのオノマトペは「チンする」のような、ごく一部のものを除いて「する」や「だ」
を後続する用法は非常に少ないようである。さらに、1、2、3 モーラのオノマトペは語尾が
「促音、撥音、長音」で終わるものが多く、これらは「オノマトペ＋とする」のように「と」
を必須とする。「と」を伴わない「オノマトペ＋する」の形では用いることができないため、
述語用法も非常に少ないのだと思われる。 
 中国語のオノマトペの述語用法は、2モーラおよび 4モーラに偏っていることが分かった。
そのうち、2 モーラは統語的制約を強く受け、詩歌的表現および韻を踏む場合以外は、単独
では述語用法として用いられにくい。それに対して 4 モーラのオノマトペは比較的制約が
緩く、オノマトペが単独でも述語として用いられやすいという特徴がある。 
 日本語のオノマトペ同様に、中国語においても 1 モーラのオノマトペが単独で述語用法
として用いられた用例は確認できなかった。両言語における 1 モーラのオノマトペが元々
少ないということもあるが、その中でも、やはり述語用法として用いられるものはとりわ
け少ない。この現象は述語用法だけでなく、副詞的用法においても同様で、1 モーラのみで
用いられる用例はごく稀であり、ほとんどが「地 de」を伴って用いられていることが黄 
(2008) で確認されている。 
 以上、日本語および中国におけるオノマトペの述語用法の音韻形態的特徴について見て
きた。次は述語用法の統語的特徴について見ていくことにする。 
 
 
 
                                                        
13 日本語に関しては、主に広告や新聞などで用いられる「する」や「だ」を省略した形で文末に用いる動
詞省略用法がある。田守・スコウラップ (1999) を参照されたい。 
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4.2. オノマトペの述語用法における統語的特徴 
4.2.1. 日本語のオノマトペにおける述語用法の統語的特徴 
 辞書に載っている 783 語のオノマトペのうち、「オノマトペ＋する」および「オノマトペ
＋だ」の形で用いることができると表記されている項目は 313 語で、全体の約 40%を占め
る。黄 (2010) は現代小説を資料として調査を行っているが、調査結果として明らかになっ
たのは、オノマトペは副詞的用法として用いられるものが最も多く、それに次いで多く現
れるのが「オノマトペ＋する」の形であり、「オノマトペ＋だ」の形は比較的少ないという
ことである。これら 313 語のオノマトペが、「オノマトペ＋する」および「オノマトペ＋だ」
の形で述語として用いられた用例は全部で 472 例ある。詳細を表 5 に示す。 
 
表 5: 「する」形および「だ」形の用例 
形式 出現数 
述語：「する」の形 
述語：「だ」の形 
166 
24 
連体形 (名詞修飾) 
その他 
160 
122 
合計 472 
 
 表 5 から、「オノマトペ＋する」の形で述語として用いられたものが約 66%を占めている
のに対し、「オノマトペ＋だ」の形で述語として用いられたものは約 14%に過ぎず、用例数
が圧倒的に「する」より少ないことが分かる。述語用法としての「オノマトペ＋する」は
「する」の形でコトの様を表し、「している」の形でモノの様を表すため、同じくモノの様
を表す「だ」の出現頻度に影響を与えているように思われる。以下用例を示す。 
 
(29)  目には見えないけど、ここにはばい菌がうようよしているんですよ。 
(曹 2008) 
(30)  飲みすぎて腹ががぶがぶする。 
(曹 2008) 
(31)  彼女は中国語がぺらぺらだ。 
(曹 2008) 
(32)  満員電車に六時間も立ち詰めで、もうくたくただ。 
 (曹 2008) 
 
 述語用法のうち、「オノマトペ＋する」が動詞的に用いられる用例が圧倒的に多かったた
め、「オノマトペ＋する」の用例について詳しく見ていくことにする。表 6 に「オノマトペ
＋する」の詳細を示す。 
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表 6: 「オノマトペ＋する」形の述語用法の詳細 
形式 出現数 
「する」形 
補助動詞 
使役形 
148 
14 
4 
合計 166 
 「オノマトペ＋する」が補助動詞をしたがえた形で使われる用例は 166 例中に 14 例現れ
ている。補助動詞は「テクル」、「テシマウ」が後続した形で使われたものである。「テイル」
については後述する。以下用例を示す。 
 
 (33) テレビで怪談を見ていてなんだかぞくぞくしてきた。 
 (曹 2008) 
 (34) つい午後の授業はうつらうつらしてしまうんです。 
 (曹 2008) 
 ヲ格をとるものには、使役変化他動詞が 4 例、場所移動動詞が 2 例、その他が 3 例ある。
基本的にヲ格をとるものは、使役形として用いられ、身体名詞とともに現れるという傾向
がある。(35) –(36) のように、口、目などの身体名詞を描写する際には「オノマトペ＋する」
の形よりも、「オノマトペ＋させる」の形で使役変化他動詞として用いられやすいというこ
とは、影山 (2005) にも言及がある。しかし、影山 (2005) が言う「母親が赤ちゃんの背中
をトントンする」のような「働きかけ他動詞」の用法は辞書の用例では確認できなかった。 
 
(35) 鯉が水面に顔を出して、口をぱくぱくさせている。(使役形) 
(曹 2008) 
(36) 母親は驚きのあまり、目をぱちぱちさせていた。(使役形) 
(曹 2008) 
(37) 彼はいつも酒のにおいをぷんぷんさせている。(使役形) 
(曹 2008) 
(38) 鎖をがちゃがちゃさせる。(使役形) 
(曹 2008) 
(39) 係員は奥の部屋と窓口との間をうろうろするばかり。(場所移動動詞) 
(曹 2008) 
(40) 何をくよくよしているんだ。(その他) 
 (曹 2008) 
(41) 話をきっぱりする必要がある。(その他) 
(曹 2008) 
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 「オノマトペ＋する」および「オノマトペ＋だ」をテンス・アスペクトの観点からみる
と、表 7 のようになる。 
 
表 7: テンスとアスペクトから見る述語用法の内訳 
形式 詳細 出現数 
する する／した 
している／していた 
してくる／してきた 
してしまう／してしまった 
78／5 
67／2 
 2／10 
 1／1 
だ だ／だった 24／0 
合計 190 
 
 表 7 から分かるように、辞書の用例からは「オノマトペ＋だ」は、ほとんど「だ形」で
用いられ、「だった形」は 1 例も現れていない。「オノマトペ＋だ」はモノのサマを表して
いるため、あるモノの静的状態・恒常的なものを表すために「だ形」を多く用いると推測
できる。しかし、現実の日常会話の中では「昨日までざらざらだった肌が温泉に入ったら
すべすべになった」のように「だった」形で用いられていることは容易に想像できるが、
辞書の記述においては、出現頻度がかなり低かったことも断っておかなければならい。以
下用例を列挙する。 
 
(42) そんな大きい声でおめかないでよ。耳ががんがんするわ。 
(曹 2008) 
(43) 雨でハイキングが中止になったので、がっかりした。 
(曹 2008) 
(44) 隣の部屋で何かごそごそしている。 
(曹 2008) 
(45) 今日は朝から忙しくて一日中ばたばたしていた。 
(曹 2008) 
(46) 社長の話を聞いていると、腹が立って、むかむかしてくる。 
(曹 2008) 
(47) 一日中細かい計算をしていたら頭がくしゃくしゃしてきた。 
(曹 2008) 
(48) 日当たりのいい席だと、つい午後の授業はうつらうつらしてしまうんです。 
(曹 2008) 
(49) 前略 祖父に死なれてからは急に落ち込み、しょぼしょぼしてしまった。 
(曹 2008) 
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(50) のどが渇いてからからだ。 
(曹 2008) 
 
 ここにあげている用例以外にもオノマトペの後続成分として「(に) なる／(と) 行く」な
どがある。あるモノが、ある状態から違う状態に変化した場合、つまり結果状態を表すも
のや状態変化を表すものは、「オノマトペ＋になる／になった」のように用いられるのが一
般的である。 
 以上、日本語におけるオノマトペの述語用法の統語的特徴を見てきた。次は、中国語に
おけるオノマトペの述語用法の統語的特徴を見ていくことにする。 
 
4.2.2. 中国語のオノマトペにおける述語用法の統語的特徴 
 中国語の辞書には、431 語のオノマトペの合計 1216 例の用例が収録されている。そのう
ち、オノマトペが述語として用いられた用例は、わずか 67 例のみで、全体の約 5%しか占
めていない。日本語に比べて中国語のオノマトペは述語用法が非常に少ないことが分かっ
た。耿 (1986) の中国語のオノマトペは述語用法が非常に稀であるという主張を裏付ける結
果になっている。表 8 に詳細を示す。 
 
表 8: 中国語のオノマトペ辞書における述語用法の出現頻度 
詳細 出現数 
オノマトペのみ 
補語後接 
目的語後接 
状語前接 
43 
12 
10 
2 
合計 67 
 
 中国語のオノマトペの述語用法において最も特徴的なのは、付加成分なしにオノマトペ
のみで述語成分になるものが 64%と最も高くなっていることである。補語を伴うもの、目
的語を伴うもの両方とも約 15%を占めている。オノマトペのみで現れているものは、静的
なものの描写が多く、形容詞的に機能しているように思われるが、補語および目的語を伴
って現れるものには動作性が強く感じられる。 
 述語用法のうち、オノマトペのみで述語用法として用いられたものは、ある動的な事態
を全体像として描写するものであると考えられる。オノマトペのみで述語用法として用い
られているものを以下に示す。 
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(51)  车
chē
轮
lún
“ 哐
kuāng
当
dāng
哐
kuāng
当
dāng
”、列
liâ
车
chē
摇
yáo
摇
yáo
晃
huàng
晃
huàng
 
(車輪はガタンガタン、列車はユレユレ) 
(野口 1995) 
(52) 马
mǎ
翠
cuì
清
qīng
那
nà
两
liǎng
片
piàn
薄
báo
嘴
zuǐ
唇
chún
、 噼
pī
噼
pī
啪
pā
啪
pā
、就
jiù
像
xiàng
敲
qiāo
梆
bāng
子
zi
似
shì
的
de
说
shuō
了
le
一
yí
大
dà
 
堆
duī
、 连
lián
一
yì
口
kǒu
气
qì
都
dōu
没
mãi
有
yǒu
喘
chuǎn
 
(马翠清の薄い唇はベチャベチャして、棒を叩くように呼吸もせずに、一気にしゃべ
った) 
 (野口 1995) 
(53)  报
bào
纸
zhǐ
电
diàn
台
tái
整
zhěng
天
tiān
呱
guā
啦
lā
呱
guā
啦
lā
：白
bái
专
zhuān
、 洋
yáng
奴
nú
、……！ 
(新聞やテレビ局は毎日ギャーギャーしてる (「報道している」の意味)：白専、洋
奴・・・！) 
 (野口 1995) 
(54) 但
dàn
我
wǒ
们
men
的
de
队
duì
伍
wǔ
还
hái
是
shì
稀
xī
里
li
哗
huā
啦
lā
、很
hěn
不
bú
整
zhěng
齐
qí
。 
(しかし、私たちの群れはまだバラバラで、整頓されていない) 
(野口 1995) 
 
 「的 de」を伴い、形容詞的に用いられる用例が 7 例ある。それら以外はすべてが動詞的
用法である。日本語でも「だ」を伴った形容動詞的用例が「する」を伴った動詞的用例よ
り圧倒的に少なかったが、中国語においても形容詞的に用いられた用例は全体の 12%前後
にとどまっている。 
 
(55)  我
wǒ
低
dī
了
le
头
tïu
头
tïu
脑
nǎo
里
lǐ
轰
hōng
隆
lōng
轰
hōng
隆
lïng
的
de
 
    (私のうつむいた、頭の中はゴロゴロしていた) 
(野口 1995) 
 
 李 (2007) の記述によると、中国語のオノマトペの述語用法には、目的語を取るものが非
常に稀である。しかし、オノマトペ辞書から収集した用例からは、約 15%を占める 10 例が
目的語を伴って現れている。 
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(56) 李
lǐ
红
hïng
钢
gāng
又
yîu
低
dī
声
shēng
嘟
dū
噜
lū
了
le
一
yī
句
jù
 
   (李紅鋼は、また低い声で一言ブツブツ言った。) 
(野口 1995) 
(57) 娃
wá
娃
wá
们
men
在
zài”
“嘎
gā
嘣
bēng
” 着
zhe
蚕
cán
豆
dîu
 
  (子供たちはエンドウ豆をガチガチしている) 
(野口 1995) 
 
 日本語のオノマトペの述語用法では、使役形で用いられる場合と同様に、その目的語と
なる名詞は口、足、目、瞼、翼などの身体名詞が多いように思われる。一方、中国語のオ
ノマトペの述語用法は及物動詞として用いられることがほとんどないということが李 
(2007) によって述べられているが、少ないながら、身体名詞を中心としてその他の名詞の
目的語も取れるということが確認できた。 
 
(58) 人
rãn
们
men
松
sōng
一
yì
口
kǒu
气
qì
、吧
bā
嗒
dā
着
zhe
干
gān
渴
kě
的
de
嘴
zuǐ
说
shuō
  (口) 
 (人々はホッとして、乾いた口をベチャベチャしながら話した) 
(野口 1995) 
(59) 小
xiǎo
九
jiǔ
莲
lián
的
de
心
xīn
哪
nǎ
、就
jiù
像
xiàng
长
zhǎng
全
quán
了
le
羽
yǔ
毛
máo
的
de
小
xiǎo
鸟
niǎo
、噗
pū
啦
lā
着
zhe
翅
chì
膀
bǎng
飞
fēi
着
zhe
 
(翼) 
   (小九莲の心はね、まるで羽毛が完全に生えた子鳥のように、翼をパタパタしながら
飛んでいる。) 
(野口 1995) 
 
 補語を伴って現れるオノマトペは、「～しはじめる」に相当する「起来 qǐlái」のようなも
のがある。 
 
(60) 他
tā
气
qì
得
dã
在
zài
心
xīn
理
lǐ
哼
hēng
哼
hēng
起
qǐ
来
lái
 
   (彼は怒りで心からフンフンし始めた) 
(野口 1995) 
 
 以上、中国語におけるオノマトペの述語用法の統語的特徴について見てきた。以下では、
日本語及び中国におけるオノマトペの述語用法の統語的特徴についてまとめる。 
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4.2.3 述語用法における統語的特徴のまとめ 
 「オノマトペ＋する」の形で述語として用いられたものは、「オノマトペ＋だ」の形で述
語として用いられたものより用例数が圧倒的に多い。「オノマトペ＋する」は「している」
の形でモノの様を表すため、同じくモノの様を表す「だ」の出現頻度に影響を与えている
ものと思われる。 
 ヲ格をとるものは、身体名詞を修飾する使役形が主であり、場所移動動詞も確認できた
が、影山 (2005)も述べているとおり、オノマトペは他動性が非常に低い。さらに「働きか
け動詞」は今回の調査では見当たらなかった。口、目などの身体名詞を描写する際には「オ
ノマトペ＋する」の形よりも、使役形が用いられやすい。これについては影山 (2005) に既
に指摘がある。 
 辞書の用例からは「オノマトペ＋だ」は、ほとんど「だ形」で用いられる。「オノマトペ
＋だ」はモノのサマを表しているため、あるモノの静的状態・恒常的な状態を表す際には、
「だった形」よりも「だ」形が多く用いられていることが原因ではないかと思われる。以
下用例を提示する。 
 中国語のオノマトペの述語用法において最も特徴的なのが、オノマトペのみで述語成分
になるものが約 64%と最も高くなっていることである。オノマトペのみで現れているもの
は、静的なものに関する描写が多く、補語および目的語を伴って現れるものは動的なもの
に限る。「的 de」を伴い、形容詞的に用いられる用例は、動詞的に用いられたものより少な
い。中国語において形容詞的に用いられた用例は全体の 12%前後にとどまっている。日本
語においても同じ現象であることが確認できた。 
 李 (2007) によると、中国語のオノマトペには目的語を取るものが非常に稀であるが、本
稿で辞書から収集した用例のなかでは、約 15%を占める 10 例が目的語を伴って現れている。
身体名詞を主にその他の名詞の目的語も取れるオノマトペは決してそれほど珍しくないこ
とが伺える。 
 以上、日本語および中国語におけるオノマトペの述語用法の統語的特徴についてまとめ
た。 
 
5. おわりに 
 本稿では、日本語および中国語のオノマトペの述語用法について、辞書を用いてその用
例を確認し、さらに両言語の述語用法にはどのような特徴があるのかについて調べた。以
下、本稿での考察をまとめる。 
 
1) 日本語では、述語用法として用いられるオノマトペが全用例数の約半数以上を占めるの
に対し、中国語では述語用法として用いられるオノマトペが比較的少ない。 
2) 両言語とも述語用法とモーラ数は密接に関係していることが分かった。日本語では、ほ
とんど 4 モーラのものが述語用法として用いられるのに対し、中国語では 2 モーラのオ
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ノマトペが述語として用いられやすい。さらに、1 モーラの述語用法は両言語とも辞書で
は確認できなかった。先行研究にも指摘されているとおり、1 モーラのオノマトペはその
ままの形で用いられるものは非常に稀である。両言語におけるオノマトペは述語用法だ
けでなく、副詞として用いられる際にも 1 モーラのものでそのまま用いられるものはご
く稀である。 
3) 両言語における述語用法はともに、他動性が低いことが分かった。他動詞的に用いられ
る場合、ほとんどの用例が口、足、目など身体の再帰名詞を目的語として取る傾向があ
ることも分かった。 
4) 日本語は、現状描写として「している」の形が多く用いられる。同様に、中国語のオノ
マトペもオノマトペが単独のままで現れることや助詞の「着 zhe」を伴うことで、現状を
描写する傾向がある。 
 
 本稿は、日本語と中国語における述語用法の諸特徴を辞書の用例から確認した予備調査
段階にとどまっている。今後の課題として、辞書から確認できたオノマトペの述語用法の
諸特徴を基盤に、小説から用例を収集し、日常生活で用いられている言語データから述語
用法について検証・考察を行い、さらにその諸特徴を明らかにしていきたい。 
 
 
参考文献 
【日本語に関するもの】 
伊東真美 (2006)「日本語オノマトペの「する」動詞化の研究」『日本語学会 2007 年春季大
会予稿集』, 日本語学会: 45-52 
大塚望 (2009)「擬音語・擬態語と「する」の結合について―「だ」「やる」との違いを中心
に―」『日本語文学』19, 創価大学日本語日本文学会: 17-36 
影山太郎 (2005)「擬態語動詞の語彙概念構造」『第 2 回中日理論言語学研究会』, ハンドア
ウト: 1-9 
＿＿＿ (2006)「擬態語動詞の統合構造」『関西学院大学人文学会』56-1, 関西学院大学: 83-101 
加藤久雄, 坂口昌子 (1996)「後続成分とオノマトペの性質について」『奈良教育大学紀要』
45-1, 奈良教育大学: 1-12 
金田一春彦 (1950)「国語動詞の一分類」金田一春彦編『日本語動詞のアスペクト』, むぎ書
房 (1976 に収録) : 7-26 
黄慧 (2008)「中国語の「オノマトペ＋地」について」『2008 年中国語学会第 58 回大会学会
予稿集』中国語学会 
国際交流基金編 (1989)『発音 教師用日本語教育ハンドブック』, 凡人社. 
斎藤純男 (1997)『日本語音声学入門』, 三省堂. 
曹金波 (2008)『標準日本語擬声語・擬態語』大連理工大学出版社. 
日中オノマトペの述語用法の諸特徴に関する対照研究―辞書の用例を用いた予備調査― 
- 23 - 
田守育啓, ローレンス・スコウラップ (1999)『オノマトペ―形態と意味―』くろしお出版 
中北美千子 (1991)「擬音語・擬態語と形式動詞「スル」の結合について」『国文目白』31, 日
本女子大学国語国文学会: 247-256 
西尾寅弥 (1981)「「擬音語・擬態語＋する」の形式について」『語学と文学』20, 群馬大学語
文学会: 82-96 
宮地裕 (1978)「擬音語・擬態語の形態論小考」『国語学』115, 国語学会: 33-39 
 
【中国語に関するもの】 
耿二岭 (1986)《汉语拟声词》湖北教育出版社, 湖北 
李镜儿 (2007)《现在汉语拟声词研究》学林出版社, 上海 
野口宗親 (1995)『中国語擬音語辞典』東方書店, 东京 
 
黄 慧 
- 24 - 
日汉拟声词谓语用法的特征 
 ―以词典中的用例为主进行的预备调查― 
 
摘要 
本文主要讨论日语与汉语中拟声词的谓语用法。我们用日汉“拟声词词典”为主要资料，收
集了用例，并确认到日语与汉语中拟声词的谓语用法及其特征。主要考察拟声词做谓语时的
语法特征其音节数。再看日汉拟声词的谓语用法的不同之处。 
通过分析，我们考察到以下几个特征： 
1) 日语拟声词半数以上都可以做谓语。但与日语相比，汉语中的拟声词可以做谓语的拟声词
其数量很少。 
2) 日汉拟声词都与音节数有密切的联系。日语中可以做谓语的拟声词大多数是 4 音节的。2
音节的拟声词做谓语的很少。但汉语里 2 音节的拟声词做谓语的比较多。其次是 4 音节的。
日汉拟声词中单音节一般不能单独做谓语。这个现象不局限于做谓语时，而做修饰语 (副词) 
时也有同样的倾向。(请参看田守他 1999、黄 2008) 
3) 我们还观察到日汉拟声词做谓语时他动性非常低，而且用于他动词时它们带的宾语都是
“口，嘴，手，脚，眼睛”等身体名词。 
4) 日语中用现状描写可用“shiteiru/da”两形式，汉语里的现状描写则多使用拟声词单独做谓语
的形式，或“拟声词+的”的形式而很少用“拟声词+着”的形式。 
